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プレゼンターの発表はレジュメに沿ってなされた。詳しい内容はレジュメを見ていただきたい。不明な点はプレゼンターに問い合わせてほしい。レジュメを使った発表に１時間。ディスカッションに２時間程度かかった。以下には活動記録として、ディスカッションのテーマとその大まかな内容について記しておく。

【テーマ】

学校教育では何を教えるべきなのか

そもそも教育における学校教育の果たすべき役割とは何なのか＝学校教育、教師の存在意義

【ディスカッション上でのキーワード】

※未だ結論が出るに至っていないので、キーワードのみ記しておく。

「教育問題を語る上で思想的混乱がおきており、一体教育に何を求めているのか不明瞭である」

「教育が日教組と文科省（旧文部省）との組織的対立に蹂躙されてしまったところがある」

→現場の教師と子供のことを考えているのか

「教育の成果とはすぐに出るものではない。だからこそ教育のあり方を考えるのが困難なのである」

「学校教育という制度外での教育を少なくとも個人レベルでは考えておかねばならない。制度で全て教育の目標が達せられるわけではない」

「先生は職業なのか、職人なのか」

「教師と生徒の信頼関係の重要性」

「社会的階層の存在の認識、多種多様な人間の存在」

「普通教育と専門教育、義務教育」「公教育とはどうあるべきか」

引き続き教育のあり方について模索していく。

以上

